





































































































回答数 48 人（複数回答含む）のうち「ペットは家族ではない」と回答したのは 35 人で
あった。「家族ではない」とする理由は以下の A～E の５つに分類された。また，「ペットは






























































































次にペットは家族であるとした理由は以下の F～H の３つに分類された。 
 
○ペットは家族である理由 
 
F：癒しを与えてくれる（回答数３） 
 
・ペットがいることで家庭が円滑になり，上手くいくようになるのであれば，家族と考え 
てもよいと思う。 
・主従関係が成り立ち，「家族」とはみなしづらいが，ペットも私たちに癒しを与えてく 
れていると考えれば，他の人間の家族とも何ら変わりはないのではないだろうか。それ 
は，主観的にとらえた家族の範囲とも捉えられる。 
・ペットに癒され，心が豊かになる。 
 
 これらのことから，ペットも人間の家族と同じように癒しを与えてくれるので，家族とみ
なしてよいと捉えていることがわかった。 
 
G：共に生活（回答数４） 
 
・人間と動物だって愛情や時間が積み重なれば家族であると思う。 
・一緒に暮らしているし，動物を飼うときは死ぬまで面倒を見るという覚悟を決めている 
ので，ペットは家族だと思う。 
・毎日一緒に生活をし，年を重ねていくものなので，家族員のうちの一人として考えても 
よいと思った。 
・一緒の集団として生活し，持続的な関係が長期間続いていること，ペットに対しても人 
間に対しても同じような愛情をもって接しているから。 
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これらのことから，一緒に生活し，同じ時間を過ごしているのだから，家族とみなしてよ
いのではないかと捉えていることがわかった。 
 
H：その他（回答数６） 
 
・例えお金を出して手に入れた存在であったとしても，それは関係なく家族だと思ってよ 
いのではないか。 
・ペットが人間と対等ではなくても家族ではないと言い切れない。 
・主観的な FI で考えた時には，ペットも家族の範囲として捉えても良いのではない
か。 
・ペットと人間は血縁的関係がなくても，持続的な関係が続き，親，子と同じような感情 
を持つ存在になる。 
・主観的にみると家族の範囲は自分で決められるので，そう考えるとペットは家族に入
る。 
・自分自身が家族だと思っていれば，ペットも家族というものになるのではないか。 
 
 
４．まとめ 
「家族と社会」の授業を展開するにあたって女子大学生の家族観を捉えた。その結果から
次の点が指摘できる。 
一つは彼女らの家族観は，大方肯定的な内容であった。その中身は，集団としての特性に
注目した記述としては，「生まれてから一番最初に属する集団」，「生きていくために必要不
可欠な集団」などであった。家族の情緒的繋がりに注目した記述としては，「自分が自分で
いられる」，「いつでも自分でいられる」などであった。家族の血縁や親族関係に注目した記
述としては，「血の繋がりがある，なしに関わらず，信頼関係があるかどうかや一緒にいた
いと思う心があるかどうか」などが挙げられた。逆にマイナスイメージ３回答からは彼女ら
が現実に直面している家族関係上のトラブルをもとにして，「一番傷つく」などが挙げられ
ていた。 
二つには，「ペットは家族ですか」の問いに対する彼女らの意識としては，大方家族では
ないと捉えていた。しかし，家族ではないと回答していても「家族のような存在」と捉えて
いる学生も多く，そのことから家族に限りなく近い存在であると考えていることがわかる。
ペットは家族であると回答した学生は，ペットと共に生活し，癒しを与えてくれる存在であ
り，家族となんら変わりはないという考えであり，人間の家族と同じくらい身近で，なくて
はならない存在であると捉えていることがわかった。 
三つには，２つの調査を通して女子大学生の家族の捉え方には，安心感や安らぎを得るこ
とができるなどの情緒的集団としての意識が非常に強いということがわかった。ペットに
対してももちろん情緒的感情を強くもっている学生も約３割弱みられた。 
今回得られた結果から，女子大学生は家族を精神的・情緒的機能を持つ集団として意識し
ていることが明らかになったが，今後の小・中・高の家族機能の学習では，更に社会的機能
について指導すべきことを提案する。 
 
